


































































例えば涙を流すほど『修道士』に感動していた С. С. ウヴァーロフは『修道士』を100部も予約
注文しているが（11）、これは困窮するコズロフへの援助という意味を持っていたと考えられる。
　こうした人々の反応は、サロンでの朗読という受容状況によるところが大きいだろう。P. デブ






















































































Как мой Чернец, все страсти молодые  私の修道士のように、若い熱情の全てを
В груди моей давно я схоронил;     胸の内に私はとうに葬り去った。
И я, как он, все радости земные     私も、彼と同じく、地上の喜びの全てを






«Я все имел, все потерял.      「私は全てを持っていた、全てを失った。
Нам не дали жить друг для друга.  私たちは互いのために生きることが許されなかった。
В сырой земле моя подруга,    しめった土には私の女友達が眠り、
И не в цветах младенец мой;    花々の中に私の赤子はいない。





















Ах! на жену и на детей       ああ！心は望んでいた
Хотело сердце насмотреться,    妻と子供たちを飽かず眺めることを、
Хотел я, чтоб в душе моей     私は望んでいた、私の魂の内で
Уже вовек не мог стереться     もはや永遠に薄れることなどないようにと





























































Теперь ты зришь судьбу мою,    今や君は私の運命を目にしている、
Ты знаешь, что со мной сбылося;  君は知っている、私の身に起きたことを。
О! верь, отрадно в грудь твою    おお！信じてくれ、喜ばしく君の胸に
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の観覧に供し、文学を同時代の文化的社会的生活の事実としている
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えた、そのために彼の作品は全て単調で、全て同じ調子なのだ
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